
                  

 

  

 

帰国研修員レポート 

【帰国研修員の活動状況】 

１）報告者 ： コースリーダー 植山 高次   

２）現地レポート： Mr. Jayakumar Raveendranadhan 

（インド帰国研修員） 

          Ms. ADUVIRI CHAMBI Sandra Karina   

 
                       

２０１５年７月２１日 

（公財）北九州国際技術協力協会 研修部 

【ＫＩＴＡ研修ブランド】◆現地ニーズの総合的把握  ◆ソリューションの提供  ◆Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係構築 

ケーララ州政府のエネルギー管理センターより省エネルギー賞を受賞した

インド帰国研修員のクマールさん。 
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今回、ご紹介する帰国研修員便りは、研修コース：第２回「インド省エネルギー技術（１）」に

参加されたクマールさんの帰国後の活動状況です。技術研修コースを担当された植山コースリ

ーダーより彼の活動についてご紹介して頂きます。                                

  

 

１．今回レポートされた帰国研修員の紹介 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 

（通称） 
写真 氏名 国名 

ＪＩＣＡ受入れ研

修期間 

クマール 

さん 

 

 

 
インド H21/7/12～H21/8/8 

【研修写真】 

JICA/KITA 技術研修に参加したクマールさん（インド帰国研修員）から 

現地活動状況の便りが届きました 

講義終了後に講師、植山コースリーダーと 

研修員の皆さんが記念撮影 

研修先企業で実習中の研修員 

クマールさん 

Mr. Jayakumar 

Raveendranadhan 
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２．植山コースリーダーからメッセージ 

 

インド省エネ技術コースは２００８年に 1 回／年のコースとして開始され、

彼が参加した２００９年には２回／年となり、その翌年には３回／年となり、

現在も続いているコースです。この間に参加する研修員の技術力は飛躍的に向

上しました。毎回違う研修員が参加していることを考えると、国として組織と

しての技術力向上が伺えます。 

お便りを頂いた Jayakumar（通称：クマール）さんの当時のアクションプランを読み返してみる

と、とても立派なレポートだったと改めて感心しました。その 1 項目に、日本を見習って組織的活動

を行うとありました。今回のお便りを見ると帰国してから、これをきちんと実践して、州から表彰さ

れたそうです。 

また、ＣＢＭ（状態保全）に取り組むとも書いてありましたが、そのツールであるサーモグラフ

を使って企業に貢献するとともに、その技術で独立し、コンサルタントとして活躍しているとのこと

です。 

彼のお便りや近年の研修員全体の技術力向上を見ると、８年間続いている本コースがインドの省

エネ活動推進に貢献出来ているとの手応えを感じています。 

 

Jayakumar（クマール）さん、お便り有難う御座いました。 

今後の一層のご活躍をお祈りしています。 

 

 

３．クマールさんからの便り 

 

 

親愛なる植山さん、 

皆さん、お変わりなくお元気でしょうか？ 

素晴らしい日本の皆さんとのご縁で私の人生が変わったことを誇りに思います。 

添付したパワーポイントはＪＩＣＡ研修後の私の日々です。 

皆さんと連絡を取り合うことができ、とてもうれしく思います。 

この件に関しては好きに使っていただいてかまいません。 

幸運をお祈りします。 
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私は Jayakumar Raveendranadhan です。 

２００９年にインドから省エネ技術コースに参加した、ＪＩＣＡ研修員の一人です。  

私はＡＣＣセメントで働いていました。 ＡＣＣセメントは、インドで最大規模のセメント製造会社

で、私はグループ会社のホルシム社の副部長です。１００万トン規模のセメント工場や１５００万

ワットの自家発電所の省エネルギー活動を行っています。ＪＩＣＡの研修で、仕事に関してのみな

らず、私生活においても新しい方向性を与えてくださいました。 

１）日本で何を学んだか？ 

-  産業や施設の診断技法 

-  日本の製造文化 

-  日本の製造業のエネルギー効率 

-  日本の製造業とインドの会社との違い 

-  体系的な取り組みがいかにエネルギー効率に影響を及ぼすか 

２）帰国後何を行ったか？ 

組織において持続的な省エネルギーのためのツールを開発しました。 

持続可能な省エネルギーのためにエネルギー管理技法を統一し、「Sustenergy Pyramid®」を

商標として登録しました。商標である「Sustenergy Pyramid®」の発展に役立つ技術革新に対

して、 2010 年にケーララ州政府のエネルギー管理センターより、ケーララ州省エネルギー賞

を受賞しました。 

現地活動状況について 
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クリックして一読下さい。 

クラークさんの便り（英語レポートと彼の仕事の 

パンフレット）を記載しています。 

赤外線画像の工業パフォーマンスの可能性に気付いたので、熱探知カメラを借りることを決断

しましたが、私の地域にはありませんでした。よって自腹を切り、友人から融資を受け、一つ

購入することにしました。研究や監査のために 2名からなるチームを作り上げました。 

３）いかに JICA は、私をサポートしてくれたか？ 

2009年まで私はエンジニアとしての技術、起業家としての能力にあまり自信がありませんで

した。JICA のプログラムは自信をもたらしてくれ、産業界の向上のために私の潜在的能力を

発揮し、使える知識を生かす勇気ももたらしてくれました。 

私の国では、新興の起業家が融資を受けることは、簡単なことではありません。そのために

大切と思われる投資が制限されてきました。 

私はサーモグラフィのみからのスタートでしたが、今後は必ず CDT のためにより多くの機器

を追加すると信じています。 

JICAチームの皆さん、私の人生に価値を与えてくださってありがとうございます。 

 

Jayakumar Nair 

少し収益が出始めた頃に退職し、2012 年の 6 月から主席コンサルタントとして持続可能エネル

ギーの財団法人として参加することになりました。たくさんの取決めに苦労しましたが、数人

の顧客が我々の将来性に気付いてくれ、今は少しずつですが前進しています。 
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４．受入研修期間中の写真集 

 

以上 

ＪＩＣＡ－ＫＩＴＡ研修コースの写真集   （２００９年７～８月） 

  

  

  

研修訪問先での研修員皆さん 講師と植山ＣＬを囲んで 

講義終了後の記念写真 実習中の研修員 

お茶会を楽しんだ研修員 
昼食はもちろんカレー料理 



I ‘m Jayakumar Raveendranadhan

A JICA participant from India who attended Energy 
conservation techniques for India course 2009.

I was working with ACC Cements – India’s largest capacity 
cement manufacturer & a Holcim group company as Deputy 
Manager – Energy responsible for Energy conservation 
activities of 1 Million tonne capacity cement plant and 15 MW 
Captive Power Plant.

JICA training provided a new direction to my personal as well 
as professional life ! 

リンク（１）



What I learnt from Japan ?

-Condition Diagnostic Technique for Industries and Facilities
- Japanese manufacturing culture
- Energy efficiency in Japanese industries
- What makes Japanese industries different from Indian 
Companies
- How systematic approach can influence energy efficiency 



What I Did ?

Developed a tool for sustainable energy 
conservation in organization

Trade mark and copyright for Sustenergy 
Pyramid® Integrated energy management 
methodology for sustainable energy 
conservation

Energy Management Center, Govt.of Kerala 
awarded
Kerala State Energy Conservation 
Commendation Certificate 2010 – in Research 
& Innovation category for the development of 
Sustenergy Pyramid®



Realizing the potential of Thermal imaging in Industrial 
performance improvement, decided to get a Thermal imaging 
camera on rent, but was not available in my region.

Hence decided buy one by my own using personal savings and 
loan from friends.

Developed a small team of 2 members for studies and audits.

When it started making minor income, left job and joined
Sustenergy Foundation as Principal Consultant from June 2012. 
After lots of struggles we got few good clients who realised 
our potential and now progressing slowly.



Sustenergy Foundation
Not Just a Title…..  A Commitment



How JICA supported me in this journey ?

Till 2009 I was not confident about my engineering and 
entrepreneurial skills. JICA program made me confident and 
courageous to realise my potential and to use my available 
knowledge for the betterment of industry. In my country 
getting loans for budding entrepreneurs is not so easy which 
restricts me from major investments. Hence I started only with 
Thermography and  in the days to come, I swear, I could add 
more instruments for CDT.

Thank you team JICA for adding  value to my life !

Jayakumar Nair
+91 9020093636



リンク（２）



クリックすれば
元の画面に戻り
ます


